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4 月に入り暖かな春の陽気と共に、新年度がスター

トしました。みなさんいかがお過ごしでしょうか？

そして、花粉が多く舞うようになってきました。く

しゃみ、鼻水、目のかゆみに苦しんでいる方が多い

のではないでしょうか。今月号は花粉症についてお

話したいと思います。 

 

 

 

花粉症は、スギやヒノキなどの植物の花粉やダニ、ハウ

スダストなどの異物が原因となって引き起こされるアレ

ルギー性鼻炎の一つで、鼻炎や鼻づまり、くしゃみ、目

のかゆみなどで多くの人を悩ませるのが「花粉症」です。

花粉やダニは一年を通して飛散してますが、特に、スギ

花粉が舞う２月中旬～４月初旬が、花粉症を発症する人

が多い時期と言われています。 

 

 

花粉症の症状は、風邪の症状に似ています。花粉症の特

有な症状を知り、早めに病院に受診して症状の軽いうち

に治療しましょう。 

 

           （スマイル眼科クリニック参照） 

 

  

鼻炎の症状がアレルギー性かどうかを調べます。 

・鼻腔検査 

・鼻汁好酸球検査（鼻汁中の好酸球を観察し、アレルギ

ー性鼻炎の補助診断、治療効果を見ます。アレルギー

性鼻炎では、鼻水の中の好酸球増加がみられることが

ポイントになります。 

・血液検査（アレルギー疾患において原因となるアレル

ゲンが何か判定できます。） 

 

               

 

① マスクや眼鏡で原因の花粉を少しでも体の中に入れ

ないようにする努力が必要です。 

② 花粉症の症状をより悪化させないようにすることで

す。これには鼻粘膜の状態を良くするように、悪化の

因子であるストレス、睡眠不足、飲み過ぎなどに注

意することが必要です。 

 

 

直接的な関係はありませんが、からだや心にストレスが

かかると、血糖値を上げるホルモンが分泌し、加えて血

糖値を下げるインスリンの効きが悪くなるため糖尿病が

悪化してしまいます。自分に合ったストレスの発散方法

をみつけて、ストレスを溜めこまない生活を送るように

心がけしましょう。 
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１、花粉症とは    

 

２、風邪と異なる花粉症の症状 

３、花粉症の検査 

４、花粉症のセルフケア  

５、花粉症と糖尿病  

栄養士のオススメ レシピ 


